
◦令和4年度事業計画、予算� ２〜５ページ

◦わくや地域福祉フォーラム� ６ページ

◦第3次涌谷町地域福祉活動計画完成！� ７ページ

　「マイ時刻表」をご存知ですか？
◦福祉団体をご紹介！「涌谷町介護家族の会」� ８ページ

　ボランティアグループ活動助成金の案内

◦「長寿お達者教室」参加者募集� ９ページ

　さくらカフェ開店！
◦まるごと受け止める社協の相談窓口� 10〜11ページ

　各種お知らせ
◦社協活用サポートガイドをご活用ください� 12ページ

　編集後記　等

2022.5
第150号

社協だより

福祉わくや

涌谷町地域福祉活動計画「3つの活動方針」

学びあおう：福祉学習・人材育成等
支えあおう：�住民同士の支えあい・相談支援等
通じあおう：�交流連携・情報共有等

一般介護予防事業として、社協で開催している「か
るが～るプラザ」卒業生の方々が立ち上げた自主サ
ークル「かるUP（アップ）」が初めて開催されました。
初めて「卒業」の言葉を聞いたときは、「これまで通
い続けてきた自分たちの活動の場がなくなってしま
うのは不安」との声も聞かれましたが、「運動を継続
したい！」という共通した思いから、自主サークル
立ち上げに向けて動き始めました。立ち上げに当た
っては、打ち合わせを重ね、どのような形であれば
自分たちで運営できるか、継続して開催できるか考
えながら進めてきました。
今後が楽しみな「かるUP」の活動を、社協も応援
していきます！

かるが～るプラザ卒業生自主サークル「かるUP」始動！

かるが～るプラ
ザで頑張ったか

ら、

こうやって活動
できるんだよ！

日時：毎週水曜日　14:00～15:00
場所：涌谷公民館



令
和
４
年
度
事
業
計
画

−経 営 方 針−
1 経営基盤の強化
2 福祉サービスの質の向上
3 事業経営の透明性の確保

4 地域共生社会の推進
5 スピーディな課題解決に向けた挑戦の推進
6 職員の人材育成と確保

　
本
会
は
、「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
　
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
　
地
域
社
会
の

実
現
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
住
民

主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
並
び
に

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
は
、
本
年
3
月
に
策
定
し
た

『
第
3
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
』を
も
と
に
住

民
参
加
・
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
、

地
域
生
活
課
題
へ
の
取
組
等
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
事
業
に
加
え
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
移
行
に
向
け
、

新
た
に
参
加
支
援
や
自
立
相
談
支
援
事
業
を

受
託
し
、
涌
谷
町
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
『
涌
谷
町
社
協
経
営
計
画
・
経
営
強
化
計

画
』の
中
間
年
度
と
し
て
、
人
材
育
成
や
業

務
改
善
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
数
値
的
目
標
の
達
成
に
取
り
組

み
、
経
営
の
安
定
化
と
事
業
の
発
展
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ 重点取組事項 Ⅲ 介護サービス事業等経営戦略

１　経営機能と実行力の強化
２　人材育成の充実と強化
３　包括的支援体制の充実
４　ボランティアセンター機能の強化
５　災害対応能力の強化

１　ゆうらいふ居宅介護支援サービス
２　ゆうらいふホームヘルプサービス
３　ゆうらいふ訪問入浴サービス
４　ゆうらいふデイサービス
５　ゆうらいふデイサービス日々
６　特別養護老人ホームゆうらいふ
７　グループホームゆうらいふ
８　ゆうらいふ箟岳地域ケアセンター
９　その他　地域福祉部門の財源確保・見通し

Ⅱ 社協･生活支援活動強化方針の推進

１　チェックリストによる評価・分析

活動方針 実施計画

Ⅰ 学びあおう（研修・福祉学習・人材育成）
①�地域や福祉のことを学ぶ機会の充実
②�地域福祉を担う人材の育成と活動支援

Ⅱ 支えあおう（地域福祉活動・生活支援・災害対応）
③�地域の支えあいの促進と推進体制の強化
④�災害時に助け合える体制づくり

Ⅲ 通じあおう（連携・協働・相談・情報発信）
⑤�あらゆる生活課題に対応できる相談機能の充実
⑥�住民や福祉団体、専門機関、企業等との連携強化
⑦�地域の福祉情報の発信と提供

涌谷町社協経営計画2020ぷらん

第3次涌谷町地域福祉活動計画

❖経営強化計画

❖3つの活動方針と7つの実施計画
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主
な
事
業
内
容

【
法
人
運
営
部
門
】

・
理
事
会
・
評
議
員
会
の
運
営

・
社
協
だ
よ
り「
福
祉
わ
く
や
」の
発
行（
年
6
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
運
営

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座（
７
月
〜
9
月
）

【
地
域
福
祉
部
門
】

○
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・
地
域
福
祉
会
長
連
絡
会（
４
・
６
・
11
月
）

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
評
価
推
進
委
員
会

・
地
域
福
祉
活
動
あ
ん
し
ん
継
続
事
業

・
地
域
防
災
訓
練

・
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ〝
わ
く
や
〟更
新

・
福
祉
わ
く
わ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
置
運
営

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業（
月
曜
〜
金
曜
）

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

　
「
さ
く
ら
会
」（
月
１
回
）

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
福
祉
学
習
出
前
講
座

・
わ
く
や
地
域
ま
る
ご
と
会
議（
協
議
体
）設
置
運
営

・
わ
く
や
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム（
9
月
）

・
多
世
代
の
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業

・
あ
ん
し
ん
見
守
り
体
制
推
進
事
業

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
暮
ら
し
の
足
確
保
支
援
事
業

一
般
介
護
予
防
事
業

・
か
る
が
ー
る
プ
ラ
ザ（
火
曜
・
木
曜
）

・
長
寿
お
達
者
教
室（
月
２
回
）

・
脳
力
ア
ッ
プ
倶
楽
部（
随
時
）

・
認
知
症
カ
フ
ェ「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」（
年
5
回
）

○
生
活
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

・
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん
と
遊
ぼ
う
広
場（
木
曜
）

・
生
活
相
談
所（
月
１
回
）

・
無
料
法
律
相
談
所（
年
２
回
）

・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

・
生
活
安
定
資
金
の
貸
付

・
小
口
生
活
安
定
資
金
の
貸
付

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）事
業

・
お
福
分
け
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業「
ま
も
り
ー
ぶ
」

重
層
的
支
援
体
制
整
備
移
行
準
備
事
業

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援

・
福
祉
事
務
所
未
設
置
町
村
の
相
談
事
業

・
参
加
支
援
事
業

令和4年度資金収支当初予算（法人全体）

勘定科目 予算額

収

入

事
業
活
動
に
よ
る
収
入

会費 5,900
寄附金 360
補助金 10,626
受託金 37,680
事業収入 8,308
介護保険事業収入 478,780
障害福祉サービス等事業収入 10,372
受取利息配当金収入 34
その他の収入 400

施設整備等による収入 0
その他の活動による収入 1,837

前期未支払資金残高（繰越金）より 31,200
　収入の部　計 585,497

勘定科目 予算額

支

出

事
業
活
動
に
よ
る
支
出

人件費 409,643
事業費 78,037
事務費 29,442
共同募金配分金事業費 1,401
助成金 2,770

施設整備等による支出 47,912
その他の活動による支出 16,292
予備費 0

　支出の部　計 585,497

単位：千円 単位：千円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

時
期・内
容
等
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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※事業所番号とは、介護保険法等に基づく指定を受けた事業所の番号です。

短
期
の
宿
泊
の
場
を
提
供
し
ま
す

▽
定
　
員　
2
名

▽
営
業
日　
年
末
年
始
除
く
金
曜
～
日
曜

▽
内
　
容　
ゆ
う
ら
い
ふ
の
通
所
介
護
を
利
用
す
る
方
を

対
象
に
、
通
所
介
護
の
利
用
時
間
外
に
お
い
て
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。（
原
則
、
短
期
入
所
等
の
ご
利
用
を

優
先
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

ゆ
う
ら
い
ふ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
々
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

�

（
介
護
保
険
対
象
外
サ
ー
ビ
ス
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
７
０
９
】（
介
護
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
ら
い
ふ

�

（
短
期
入
所
生
活
介
護（
空
床
利
用
型
））

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
４
１
０
】（
介
護
）

▽
内
　
容　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
お
い
て
入
院
等
で
空
床
が
あ
る
場
合
、
そ
の
居
室

を
利
用
し
短
期
入
所
の
介
護
サ
ー
ビ
ス（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）を
提
供
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ら
い
ふ

�

（
短
期
利
用
共
同
生
活
介
護
）

▽
定
　
員　
４
名（
個
室
）

▽
利
用
期
間　
６
カ
月
以
内

▽
内
　
容　
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
概
ね
60
歳
以
上
の

方
で
自
宅
で
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
、
居
室
を

提
供
し
ま
す
。

▽
申
込
先　
☎
43
︱
５
１
１
１（
涌
谷
町
福
祉
課
）

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門
】

施
設
で
安
心
安
全
な
生
活
を
提
供
し
ま
す

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
４
１
０
】（
介
護
）

▽
定
　
員　
18
名（
個
室
、
9
名
×
2
ユ
ニ
ッ
ト
）

▽
内
　
容　
家
庭
的
な
共
同
生
活
住
居
に
お
い
て
、
食

事
・
掃
除
・
趣
味
活
動
等
、
で
き
る
範
囲
で
役
割
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
日
常
生
活
上
の
支
援
や
介
護
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ら
い
ふ

�

（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
７
０
９
】（
介
護
）

▽
定
　
員　
30
名
（
個
室
、
10
名
×
3
ユ
ニ
ッ
ト
）

▽
内
　
容　
利
用
者
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
や
相
談

援
助
、
機
能
訓

練
、
健
康
管
理
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
ら
い
ふ

�

（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）

　

感
染
対
策
の
徹
底
と
認
知
症
対
応
力
向
上
や
科
学
的
介

護
等
、
介
護
の
専
門
性
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
根
差
し
た
安
心
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

介
護
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

ゆ
う
ら
い
ふ
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

�

（
居
宅
介
護
支
援
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
５
５
０
】（
介
護
）

▽
営
業
日　
年
末
年
始
・
祝
祭
日

除
く
月
曜
～
金
曜

▽
内
　
容　
利
用
者
や
家
族
の
介

護
相
談
、
介
護
事
業
所
・
関
係
機

関
等
と
の
連
携
調
整
及
び
居
宅
サ

ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）の
作

成
等
を
行
い
ま
す
。

涌谷町高齢者福祉複合施設
ゆうらいふ
☎43－6661
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通
い
の
場
を
提
供
し
ま
す

【
受
託
事
業
】（
障
が
い
）

▽
定
　
員　
10
名

▽
営
業
日　
年
末
年
始
・
祝
祭
日
除
く
月
曜
～
金
曜

▽
内
　
容　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
通
い
の
場
を
設

け
、
相
談
支
援
や
創
作
的
活
動
等
を
通
じ
て
引
き
こ
も
り

防
止
や
生
活
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
申
込
先　
☎
43
︱
５
１
１
１（
涌
谷
町
福
祉
課
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
ま
す

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
３
６
０
】（
介
護
）

▽
定
　
員　
35
名

▽
営
業
日　
年
中
無
休

▽
内
　
容
　
自
宅
か
ら
の
送

迎
と
施
設
に
お
い
て
食
事
・

入
浴
・
排
泄
等
の
介
護
や
利

用
者
に
合
わ
せ
た
個
別
活
動

（
カ
ラ
オ
ケ
、
脳
ト
レ
等
）、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ゆ
う
ら
い
ふ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
９
３
１
０
０
０
６
９
】（
介
護
）

▽
定
　
員　
18
名

▽
営
業
日　
月
曜
～
土
曜

▽
内
　
容　
自
宅
か
ら
の
送
迎
と
施
設
に
お
い
て
食
事
・

入
浴
・
排
泄
等
の
介
護
や
利
用
者
に
合
わ
せ
た
個
別
活
動

等
の
サ
ー
ビ
ス
、
箟
岳
地
域
に
根
ざ
し
た
行
事
や
交
流
等

を
提
供
し
ま
す
。

ゆ
う
ら
い
ふ
箟
岳
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
通
所
介
護
）

ゆうらいふ
箟岳地域ケアセンター

☎25－5596

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
３
２
９
】（
介
護
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
１
３
１
０
０
０
３
３
】（
障
が
い
）

▽
営
業
日　
年
中
無
休

▽
内
　
容　
ご
自
宅
に
伺
い
、
食

事
・
入
浴
・
排
泄
等
の
身
体
介
護

や
清
掃
・
洗
濯
・
調
理
等
の
生
活

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。 ゆ

う
ら
い
ふ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

�

（
訪
問
介
護
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
７
３
１
０
０
３
３
７
】（
介
護
）

【
受
託
事
業
】（
障
が
い
）

▽
営
業
日　
月
曜
～
金
曜

▽
内
　
容　
看
護
師
を
含
め
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
専
用
浴

槽
の
車
両
で
ご
自
宅
に
伺
い
、
お
部
屋
で
安
全
快
適
な
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ゆ
う
ら
い
ふ
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

�

（
訪
問
入
浴
介
護
）

【
事
業
所
番
号
：
０
４
９
３
１
０
０
０
２
８
】（
介
護
）

▽
定
　
員　
12
名

▽
営
業
日　
月
曜
～
土
曜

▽
内
　
容　
自
宅
か
ら
の
送
迎
と
施
設
に
お
い
て
食
事
・

入
浴
・
排
泄
等
の
介
護
や
少
人
数
な
ら
で
は
の
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
中
で
利
用
者
に
合
わ
せ
た
個
別
活
動（
お
や
つ
作

り
、
創
作
活
動
等
）の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ゆ
う
ら
い
ふ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
々

�

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

社協だより5



地
域
に
根
差
し
た
地
元
商
店
の
取
り
組
み
や
、
住
民
の
暮

ら
し
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
に
モ
デ
ル
地
区
が
取
り

組
ん
だ
先
進
的
な
活
動
に
つ
い
て
学
び
合
い
、
今
後
、
よ
り

一
層
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動
や
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
参
加
に
加
え
、

自
宅
か
ら
も
参
加
で
き

る
よ
う
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
ズ

ー
ム
）を
活
用
し
、
地

域
の
役
職
者
や
町
議
会

議
員
等
、
約
50
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
多
く
の

皆
様
と
協
力
し
な
が
ら

支
え
合
い
の
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

わ
く
や
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

涌
谷
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

高
齢
の
お
客
さ
ん
と
の
や
り
取
り
な
ど
、
ご
自
身
の
体

験
談
を
踏
ま
え
つ
つ
、
商
工
会
で
福
祉
的
な
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
、
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
灯
油
や
ガ
ス
の
減
り
具
合
な
ど
か
ら
生
活
状
況
が
わ

か
る
」「
気
に
な
る
人
が
い
れ
ば
、
従
業
員
同
士
で
話
題
に

な
る
こ
と
も
多
い
。
次
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
…
」「
頼
ま

れ
な
く
と
も
出
向
く
、
顔
を
見
に
行
く
こ
と
が
必
要
」「
地

元
の
商
店
が
な
く
な
る
と
、
地
域
の
元
気
も
な
く
な
る
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、「
○
○
区
お
た
す
け
隊
を
つ
く
ろ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
、
日
常
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
を
手
助
け
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
繋
が
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た

9
の
1
区
自
治
会
と

下
町
区
自
治
会
よ

り
、
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

両
地
区
と
も
独
自

の「
お
た
す
け
隊
」を

立
ち
上
げ
て
い
る
た

め
、
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
や
活
動
を

通
し
て
感
じ
た
効
果

や
課
題
等
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

モ
デ
ル
地
区
と
し

て
の
活
動
は
終
了
し

ま
す
が
、今
後
も「
お

た
す
け
隊
」は
、
地

域
で
大
活
躍
す
る
こ

と
間
違
い
な
し
！
で

す
。

「
遠
田
商
工
会
に
よ
る
遠
田
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
協
力
に
つ
い
て
」

【
第
1
部
：
活
動
発
表
】

【
第
2
部
：
支
え
あ
い
モ
デ
ル
地
区
活
動
報
告
】

部会長　　佐藤 伸也　氏
副部会長　安住 功二　氏

下町区民生委員児童委員　男澤　逸雄　氏 9の1区自治会　自治会長　相澤　強　氏

「もし気になる方がいれ
ば、行政区長や民生委
員児童委員等へ連絡し
てほしい」

「行政区を超えて、協力
していこう」

遠田商工会　商業部会

社協だより 6



　わくや地域まるごと会議（生活支援体制整備事業協議体）分
科会テーマ「生活支援」発信で始動したプロジェクトにおいて、

「マイ時刻表」の作成を進めています。

お電話でも申し込みを受け付けます。興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

　「マイ時刻表」とは、町民バスを利用する一人ひとりに必
要な情報（自宅近くのバス停・目的地最寄りのバス停・発着
時間）のみを記載し、わかりやすくしたものです。
　初めてバスに乗る方も「マイ時刻表」があれば、安心して利
用することができます。元気なうちからバスに乗り慣れてお
きましょう。

町民バスに乗ろう！プロジェクト

パソコンが得意なボランティアさんが作成してくれます。

「マイ時刻表」をご存知ですか？

問い合わせ先　☎43−6661（地域支援・ボランティアセンター）

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
３
年

度
で『
第
２
次
涌
谷
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
』の

計
画
期
間
が
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
度
に
策
定
委
員
会
を
設
置
し「
第
３
次
涌
谷

町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」（
以
下
、「
活
動
計
画
」）

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

各
種
制
度
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
一

人
ひ
と
り
が
住
み
な
れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
が
主
体
的
に

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
基

本
理
念（
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
）及
び
活
動
方
針（
学
び
あ
お
う
・
支
え
あ
お

う
・
通
じ
あ
お
う
）並
び
に
実
施
計
画
を
定
め

ま
し
た
。

計
画
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま

で
の
５
か
年
計
画
で
す
。
今
年
度
か
ら
、
こ
の

活
動
計
画
を
基
に
、「
す
べ
て
の
住
民
」「
地
域
で

福
祉
活
動
を
行
う
者
」「
福
祉
事
業
を
経
営
す
る

者
」が
互
い
に
協
力
し
て
住
民
主
体
に
よ
る
、

「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
を
し
て
参
り
ま
す
。

活
動
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
涌
谷
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
関
係
者
へ
の
説
明
等
も

順
次
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、
住
民
が
主
体
的
に

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
活
動
計
画
と
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。
今
後
も
社
協
だ
よ
り
で

実
施
計
画
の
内
容
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

涌
谷
町
地
域
福
祉
活
動
計
画 

完
成
‼

第3次

学
び
あ
お
う
！

支
え
あ
お
う
！

通
じ
あ
お
う
！

社協だより7



　涌谷町介護家族の会は、介護を必要とする人を抱える家族などが互いの交流を通し
て支え合い、介護の知恵や知識を高めると共に、地域住民の参加と協力を得ながら、
安心して暮らせる地域社会に貢献することを目的に活動しています。

福祉団体をご紹介！「涌谷町介護家族の会」 会員募集

問い合わせ先　☎43−6661（地域支援・ボランティアセンター）

①会員相互の交流会「たんぽぽの日」の開催
　年数回、創作活動やクリスマス会などを実施し、
会員同士で情報交換や交流を行っています。
②介護講習・研修会の開催

　ご家族の介護に活かすことができる知識や知恵を
身につけることができます。
③会員だより「たんぽぽ」の発行

　年2回、写真がたくさん載った手作りの会報を地区
の協力員を通じて会員の皆さんにお届けしています。

④盛りだくさんの会員特典
　要介護者の方へ誕生祝いの贈呈、年賀状を送付し
ています。

入会すると何ができるの？

現在または以前に介護をしていた方
や、本会の趣旨に賛同をいただける
方で、入会希望の方は、下記問い合
わせ先までご連絡ください。

令和4年度ボランティアグループ活動助成金の申請受付を開始します！
　コロナ禍においても町内でボランティア活動を継続的に実施するボランティアグループに、ボラ
ンティア活動の推進と地域福祉の向上を図ることを目的とし、下記のとおり助成を行います。

▽助成対象　以下すべての条件を満たすグループ
（1） ボランティア精神に基づき、涌谷町内において継続的に高齢者や障がい者、児童等を対象に、直接的

または間接的なボランティア活動をしていること
（2）会員が3名以上で、涌谷町民を中心に構成されていること
（3）明確な計画に基づき活動し、自己資金調達をしていること
（4）涌谷町ボランティアセンターに登録し、活動に協力ができること

▽助成金額　※いずれも上限は25,000円です。
・継続グループ（活動年数1年以上）：会員数に応じた運営費＋今年度の活動回数×2,000円
・新規グループ（令和4年度から活動を始めるグループ）：会員数×1,000円

▽申請期日　令和4年5月31日（火）まで
▽申請方法　所定様式を準備しておりますので、下記までご相談ください。

問い合わせ先　☎43−6661（地域支援・ボランティアセンター）

社協だより 8



　みんなでたくさん笑いあいながら、脳トレや体操ができ
る「長寿お達者教室」に参加しませんか？アタマとカラダ、
そしてココロをほぐし元気を保ちましょう。

「長寿お達者教室」参加者募集!

会場 開催月日

ゆうらいふ ５月11日 ６月１日 ７月６日

涌谷公民館 ５月25日 ６月15日 ７月13日

いつまでも元気はつらつ！

申し込みは不要です。お気軽にご参加ください！

申し込みは不要です。
お気軽にご参加ください！

問い合わせ先　☎43−6661（地域支援・ボランティアセンター）

問い合わせ先　☎43−6661（地域支援・ボランティアセンター）

※新型コロナ感染症等の状況により開催が延期または中止
になる場合があります。

※新型コロナ感染症等の状況により開催が延期または中止になる場合があります。

時　間：10時～11時30分
参加費：1回100円（資料代）
持ち物：動きやすい服装、鉛筆、タオル、飲み物等

一般介護予防事業（町委託事業）

認知症の方を地域で支える「さくらカフェ」を開催します。
認知症の方やその家族だけでなく、認知症に関心のある方ならどなたで

も気軽に集える場所です。不安を一人で抱え込まず、美味しいコーヒーを
飲みながら一緒に語り合いませんか？

日　時　6月24日（金）10:00～11:30
場　所　ゆうらいふ　多目的ホール
内　容　講話「認知症カフェってどんな場所？」
　　　　ワンポイント介護講座など
参加費　100円

ほっと、一息つきませんか？

「さくらカフェ」開店！

社協だより9



　涌谷町社協では涌谷町と協力し、町内在住で、新型コロナウイルス感染
症に感染し自宅療養されている方や、濃厚接触の認定を受け自宅待機され
ている方へ、食料品を無料でお届けします。

受け付け　月～金曜日　10時～16時（祝祭日除く）
配達方法　玄関前にお届けします（対面はしません）
申し込み　電話、メールでお申し込みください。
　　　　　（氏名、住所、電話番号、世帯の人数等をお知らせください）
連 絡 先　☎43－6661／メールアドレス：mail20@wakuya-sfk.net（生活相談・支援センター）
※本事業で知り得た個人情報については、本事業でのみ使用し、厳重に管理いたしますのでご安心ください。

新型コロナウイルス感染症の影響で自宅待機されている皆様へ

生活費でお困りの方へ（生活資金の貸付のご案内）

その他、随時相談を受け付けております（平日9時〜17時）。お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　☎43−6661（生活相談・支援センター）　メールアドレス　mail20@wakuya-sfk.net

　「毎日の生活が不安」「仕事のことで悩みが
ある」「今後どうしたらいいかわからない」
等、ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

　フードドライブとは、ご家庭で余っている食べき
れない食品を持ち寄り、必要としている世帯へ提供
する取り組みです。
※�涌谷町では寄付して頂いた食品を、フードバンク事業
を介し経済的な理由等で困っている世帯へ提供します。日程・場所

　5月25日・箟岳地域ケアセンター
　6月22日・ゆうらいふ
　7月27日・箟岳地域ケアセンター
時　間
　13時から15時（予約不要）

※�お持ち寄り頂いた食品は設置して
あるBOXに入れてください。
※�米など重い食品は取りに伺うこと
も可能です。お問合せください。

日常生活で困りごとのある方へ

生 活 相 談 所

まるごと受け止める社協の相談窓口
～ひとりで悩まず、気軽に相談を～

「フードドライブ」にご協力ください!

募集食品　�2か月以上賞味期限が残っており、常温
保存が可能な食品

場　　所　ゆうらいふ正面玄関ホール

緊急小口資金特例貸付 総合支援資金特例貸付

申込期限は6月末まで。実施主体は、宮城県社会福祉協議会となります。
問い合わせ・申し込みは、涌谷町社会福祉協議会までご相談ください。

対　象　者：��新型コロナウイルス感染症の影響で収
入が減少し緊急・一時的な貸付が必要
な世帯

貸付限度額：100,000円以内
※特別な条件にあたる場合は、200,000円以内
据 置 期 間：1年以内　償 還 期 間：2年以内
連帯保証人：不要　 　 貸 付 利 子：無利子

対　象　者：��新型コロナウイルス感染症の影響で収入
が減少し日常生活の維持が困難な世帯

貸付限度額：月200,000円以内（二人以上）
　　　　　　月150,000円以内（単身）
貸 付 期 間：原則3か月以内
据 置 期 間：1年以内　　償 還 期 間：10年以内
連帯保証人：不要　　　貸 付 利 子：無利子
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お
知
ら
せ

（
２
月
22
日
か
ら
４
月
22
日
）

▽
寄
附
金

・
匿
名　
様�

5
，
０
０
０
円

・
匿
名　
様�
3
０
，
０
０
０
円

▽
寄
附
物
品

・
鈴
木
由
香　
様�
食
品
等

▽
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
た
め

・
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
様

�

食
品
等
88
㎏

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ（
３
月
分
）�

7
㎏

心
温
ま
る
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
と
は
、
活
動
中

に
よ
る
ケ
ガ
や
他
人
を
ケ
ガ
さ
せ
て
し
ま
っ

た
り
、
他
人
の
財
物
を
損
壊
し
た
場
合
に
補

償
す
る
保
険
で
す
。

　

安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
た

め
に
、
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
保
険
期
間　
申
込
日
翌
日
か
ら
そ
の
年
度
内

▽
保
険
料　
３
０
０
円
～
７
０
０
円

　
※
加
入
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

未
就
学
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
自
由
遊
び
や
子
育
て
相
談
を
通
し

て
、
交
流
を
図
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
・
申
込
不
要
で
す
。
多
く
の
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
毎
週
木
曜
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
生
活
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
事
業「
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん

と
遊
ぼ
う
広
場
」を
開
催
し
て
い
ま
す

　

介
護
予
防
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
高
齢
者
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

▽
日
に
ち　
５
月
30
日
、
6
月
17
日

▽
時
間　
　
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　
　
涌
谷
公
民
館

▽
参
加
費　
３
０
０
円

▽

対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
70
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

「
さ
く
ら
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

　

地
域
や
企
業
で
の
サ
ロ
ン
活
動
や
健
康
教

室
等
へ
社
協
職
員
が
お
伺
い
し
、
認
知
症
予

防
の
脳
ト
レ
や
講
話
等
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
出
前
事
業「
脳
力
ア
ッ
プ
倶
楽

部
」を
活
用
く
だ
さ
い

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
を
再
開
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
お
手
伝
い
を
す
る
た

め
の
支
援
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま

す
。

▽

貸
出
物
品　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
（
手
指
、

物
品
用
）、
非
接
触
式
体
温
計
、
利
用
者

名
簿
、
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
等

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

支
え
あ
い
さ
い
か
い（
再
開
・
再
会
）セ

ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
便
乗
し

た
特
殊
詐
欺
が
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
や
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
暗
証
番
号
等
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
名

乗
っ
て
、
家
族
構
成
等
を
し
つ
こ
く
聞
き
出

す
不
審
な
電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
対
応

せ
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
や
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

感染対策をして開催中！

ぜひお越しください

　

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
㈱
涌
谷
工
場�

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
㈱
労
働
委
員
会

様
か
ら
頂
い
た
ご
寄
付
で
、
エ
プ
ロ
ン

お
ば
さ
ん
と
遊
ぼ
う
広
場
で
使
用
す
る

遊
具
（
紙
芝
居
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
等
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
遊
具
に
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社協だより11



編
集
・
発
行

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉

法
　
　
人

社
協
だ
よ
り

福
祉
わ
く
や

2022.5
第
150号

宮
城

県
遠

田
郡

涌
谷

町
涌

谷
字

新
下

町
浦

192番
地

涌
谷

町
高

齢
者

福
祉

複
合

施
設「

ゆ
う

ら
い

ふ
」内

TEL（
0229）43−

6661  FAX（
0229）43−

6670
E

-m
a

il:sh
a

k
y

o
@

w
a

k
u

y
a

-sfk
.n

e
t

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
http://w

w
w

.w
akuya-sfk.net/

〒
987-0121

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
あ
け
ぼ
の
会
」

【
朗
読
テ
ー
プ
の

�

貸
し
出
し
】

　

町
広
報
・
社
協
だ
よ
り
の
朗

読
テ
ー
プ
を
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
の

方
、
介
護
者
の
方
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43

−

６
６
６
１

（
地
域
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

編
集
後
記

　

今
号
は
年
度
初
め
な
の
で
事
業
計

画
、
事
業
内
容
等
が
特
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
ペ
ー
ジ
に
は「
誰
も
が
そ

の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」と
い

う
社
協
の
基
本
理
念
が
載
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
3
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の

理
念
が
す
っ
か
り
狂
わ
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行

け
な
い
。
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な

い
・
・
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
上
回
る

こ
と
が
こ
の
世
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
究
極
の
日
常
破
壊
、
戦
争
で
す
。

コ
ロ
ナ
と
戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
続

け
る
こ
の
頃
で
す
。
何
気
な
い
平
和

な
日
常
の
大
切
さ
を
思
い
知
り
ま

す
。�

広
報
委
員

社協活用サポートガイドをご活用ください！

「社協って、何をして
いるの？」

「どんな人たちが働い
ているの？」

「社協を活用って、ど
ういうこと？」

検 索検 索

問い合わせ先　☎43－6661（地域支援・ボランティアセンター）

ホームページにも
PDFデータを掲載しておりますので、

ぜひご覧ください。
涌谷町社会福祉協議会

　職員派遣による講座（わくわく出前講座）のメニューや、会
場・印刷機・地域ふれあい物品等の貸し出しなど、地域福祉
活動の実践のため、社協がお手伝いできることをまとめ、ご
紹介しています。

皆さんの、そんな疑問にお答えします。

学校向け、地域向けそれぞれで出前
講座のメニューを整理しています。

ゲーム用品など、地域へ貸し出し可能な物品
を写真付きで紹介しています。

社協活用サポートガイド（第3版）
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